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業務再点検結果報告

組織名 林野庁森林整備部計画課 連絡先 改革推進員
大川幸樹
電話：03-3591-8449
本間俊明
電話：03-6744-2300

所管する 民有林公共事業の企画、森林計画制度、山村振興・森林総合利用、海外林業協力、森林土木工事の設計基
業務の概要 準の作成等に関すること

１．基本的な心構え・行動

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

・課内会議等を通じて、担当する業務内容とその責任範囲を ・当課の業務は都道府県の担当者との間のものが多く、一
明確にし、課・室・班・課員のそれぞれのレベルで常に長期 般の森林所有者等への対応が不十分となるおそれがある。
～短期の「工程表」や「TO DO LIST」を念頭に置いている。 従って、一般の方への接遇には特に留意する。

・国民への情報提供が分かり易いものとなるよう、内容や説 ・電話のたらい回しは避け、対応を事後に確認する。
明方法の改善に取り組んでいる。 ・林野庁ホームページによる情報提供の充実を図る。特に、

プレスリリース以外の政策分野毎の掲載内容を充実する。

２．政策・事業等の企画立案・推進

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

・森林所有者等を対照とする横断的な政策説明・意見交換会 ・政策説明・意見交換会の場で国民の理解度を確認する。
を各地で開催している。従前より行っている地方公共団体へ
の業務説明会において地方からの意見を重視している。



・関係部署との連携強化について、庁内の各種会議で中長期 ・関係部署との連携強化について、課長補佐以下では取組
的な政策・事業の企画立案を討議している。 が比較的少ないため、事務レベルの打合せを積極的に行う。
・マスメディアの報道振りを確認し、国民目線を心がける。

３．リスク管理

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

・庁内の業務におけるリスク要因を情報共有し、リスクが少 ・常に第三者的な視点で自らの業務を見直し、業務にリス
数の担当者で顕在化しないように努めている。 ク要因がないか定期的に確認する。

４．その他の重要な取組

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

・円滑な組織運営のため、自由な意見交換を促して業務の平 ・担当業務以外の職員とも言葉を交わすよう心がけ、風通
準化に役立てている。 しの良い職場となるよう心がける。


